令和８年度東京都立中央ろう学校　高等部シラバス
	学　　部
	高等部
	学　　年
	６
	単位数
	２

	教科
	国語
	グループ名
	SG1グループ

	科目等名
	論理国語
	
	

	ねらい
	（１）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
（２）論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

	年間授業時数
	７０時間

	使用教科書
	三省堂　新論理国語

	副教材等
	三省堂　新論理国語学習課題ノート

	学　習　計　画

	　
	月
	単元（題材）名
	指導
時数
	主な学習内容、ねらい（評価の観点）
	指導の工夫
配慮事項

	前期
	４
	●隠れた前提を探すために
地球上の「旅人」
	６
	【学習内容】漢字の読み書き、語句の意味、用法、要旨を把握する、内容や構成・論理の展開を捉える、表現の仕方と書き手の意図との関係を捉える。【評価の観点】文章の構成を捉えている。指示語を的確に読み取ることができる。段落ごとの内容を捉えて要約したり、要旨を捉えたりしている。「地球上の『旅人』」というタイトルの意味を考察し説明する。
	・ＩＣＴ機器を効果的に活用する。
・思考の過程が分かるように板書する。
・個に応じた指導の充実のために随時ノートを点検する。
・生徒同士話し合うことで学びを深められるようにする。
・論理的文章の読解のために必要な語を増やす。学習に即したテーマで自分の考えを書けるようにする。

	
	５
	●隠れた前提を探すために
誰かの靴を書いてみること
	６
	【学習内容】漢字の読み書き、語句の意味、用法、論点を明確にする、要旨を把握する、内容や構成・論理の展開を捉える、【評価の観点】文章の構成を捉えている。指示語を的確に読み取ることができる。エンパシーとシンパシーの違いを適切に説明している。文章にどのような前提が隠されているのかを考察している。
	

	
	６
	●隠れた前提を探すために
スポーツとナショナリズム
	７
	【学習内容】漢字の読み書き、語句の意味、用法、論点を明確にする、要旨を把握する、内容や構成・論理の展開を捉える、情報を整理し活用する【評価の観点】文章の構成を捉えている。指示語を的確に読み取ることができる。スポーツとナショナリズムについて筆者の主張を適切に読み取るとともに、論拠を批判的に検討している。
	

	
	７
	●具体と抽象の関係を理解するために
この十年をどう生きるか
	７
	【学習内容】漢字の読み書き、語句の意味、用法、論点を明確にする、要旨を把握する、内容や構成・論理の展開を捉える、情報を整理し活用する【評価の観点】文章の構成を捉えている。指示語を的確に読み取ることができる。「パラダイムシフトを日本のチャンスに！」と筆者が主張するのはなぜか読み取り、説明できる。
	

	
	９
	●批評するために
日本マンガのブルーオーシャン戦略
	６
	【学習内容】漢字の読み書き、語句の意味、用法、論点を明確にする、要旨を把握する、内容や構成・論理の展開を捉える、図表を読む、【評価の観点】文章の構成を捉えている。指示語を的確に読み取ることができる。出版社がマンガの展開にとった手法がブルーオーシャン戦略である理由を説明している。
	

	後期
	10
	●情報を関連付け自分の解釈を形成するために
学びとは何か
	６
	【学習内容】漢字の読み書き、語句の意味、用法、論点を明確にする、要旨を把握する、内容や構成・論理の展開を捉える、段落ごとに筆者の考えをまとめる【評価の観点】文章の構成を捉えている。指示語を的確に読み取ることができる。文中の対比に着目し、筆者が何を述べようとしているのか説明している。
	・ＩＣＴ機器を効果的に活用する。
・思考の過程が分かるように板書する。
・個に応じた指導の充実のために随時ノートを点検する。
・生徒同士話し合うことで学びを深められるようにする。



・論理的文章の読解のために必要な語を増やす。学習に即したテーマで自分の考えを適切に書けるようにする。

	
	11
	●情報を関連付け自分の解釈を形成するために
「知る」ということ
	６
	【学習内容】漢字の読み書き、語句の意味、用法、論点を明確にする、要旨を把握する、内容や構成・論理の展開を捉える、【評価の観点】文章の構成を捉えている。指示語を的確に読み取ることができる、筆者の考えについて理解した上で自分の考えを述べている。
	

	
	12
	●情報を関連付け自分の解釈を形成するために
文系と理系の壁はあるか
	６
	【学習内容】漢字の読み書き、語句の意味、用法、論点を明確にする、要旨を把握する、内容や構成・論理の展開を捉える、情報を整理し活用する【評価の観点】文章の構成を捉えている。指示語を的確に読み取ることができる。筆者がイアン・ウイルマット博士の言葉をどのように受け止めたか説明している。


	

	
	１
	●論点を整理する
他者を理解する
	７
	【学習内容】漢字の読み書き、語句の意味、用法、論点を明
確にする、要旨を把握する、内容や構成・論理の展開を捉え
る、情報を整理し活用する【評価の観点】文章の構成を捉え
ている。指示語を的確に読み取ることができる。筆者が考え
る「他者を理解する」とはどのようなことか文章に即して説
明している。
	

	
	２
	●事例の意味を探るために
女性/男性だから〇〇
	７
	【学習内容】漢字の読み書き、語句の意味、用法、論点を明確にする、要旨を把握する、内容や構成・論理の展開を捉える、情報を整理し活用する【評価の観点】文章の構成を捉えている。指示語を的確に読み取ることができる。筆者の考える「自由」についてまとめている。
	

	
	３
	●２年間の学習のまとめ
	６
	【学習内容】これまで学習した事柄を振り返り、最も心に残
った教材を一つ選び、自身の考えを書く。【評価の観点】学
んで心に残ったことを明確に書いている。読み手を意識し、
構成や表現を工夫している。
	



３　評価の観点及び評価方法
	評価は、次の３つの観点から行う。
	知識・技能
	文中の語句の意味や用法を正しく理解し、文中で適切に使いこなすことができる。論理的文章を読むために必要な語句を増やしている。

	思考・判断・表現
	文章の構成や論理展開を捉え、自己及び他者との対話を通して理解を深めている。読み取った事柄や対話を通して考察した事柄を適切に表現することができる。

	主体的に学習に取り組む態度
	学習した事柄を他者に分かるように説明したり、文章を読んで自ら問いを立て、考えを深めようとしたりしている。


このため、具体的な評価の対象は次のものとする。（評価方法や評価のポイント）
（１）定期考査　　（２）課題や提出物　　（３）ノートの記述

































令和８年度東京都立中央ろう学校　高等部シラバス
	学　　部
	高等部
	学　　年
	６年
	単位数
	２単位

	教科
	数学
	グループ名
	選択

	科目等名
	数学Ｂ
	
	

	ねらい
	(1) 数列
・数列についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。
・数学と社会生活の関わりについて認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。
(2) 統計的な推測
・離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断する。
・標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする力を養う。

	担当教員
	鋤田　嵐士

	年間授業時数
	７０

	使用教科書
	数B705「新編数学B」実教出版

	副教材等
	「アクセスノート数学B」実教出版

	学　習　計　画

	　
	月
	単元（題材）名
	指導
時数
	主な学習内容、ねらい（評価の観点）
	指導の工夫
配慮事項

	前期
	４
	数列とその和
	６
	数列、等差数列、等差数列の和、等比数列、等比数列の和
等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項や和を求めることができるようにする。
	主要な用語や公式については、練習問題を実施することで理解度を確認しながら進める。



視聴覚教材を活用し、学習内容を理解しやすくする。



単元ごとに確認テストと解説を実施し、知識の確認と定着をはかる。

	
	５
	いろいろな数列
	１２
	数列の和とΣ記号、階差数列、数列の和と一般項
いろいろな数列の一般項や和を求める方法について理解できるようにする。
	

	
	６
	
	
	
	

	
	７
	漸化式と数学的帰納法
	７
	漸化式、数学的帰納法
漸化式や数学的帰納法について理解し，漸化式で表したり，漸化式で表された数列の一般項を求めたりできるようにする。
	

	
	９

	確率分布
	１５
	確率変数と確率分布、確率変数の期待値と分散、確率変数の和と積
確率変数と確率分布について理解し，確率分布や標本分布の特徴を，確率変数の期待値，分散，標準偏差などを用いて考察できるようにする。
	

	後期
	10
	
	
	
	

	
	11
	二項分布と正規分布
	１３
	二項分布、正規分布
二項分布と正規分布の性質や特徴について理解し，確率分布や標本分布の特徴を，確率変数の期待値，分散，標準偏差などを用いて考察できるようにする。
	

	
	12
	
	
	
	

	
	１
	統計的な推測
	１４
	母集団と標本、標本平均の分布、統計的な推測
正規分布を用いた区間推定および仮説検定の方法を理解し，母集団の特徴や傾向を推測し判断できるようにする。
	

	
	２
	
	
	
	

	
	３
	まとめ
	４
	演習
	


３　評価の観点及び評価方法
	評価は、次の３つの観点から行う。
	知識・技能
	・漸化式や記号Σを適切に取り扱い，身近な問題を解決したり，数学的帰納法を用いて，自然数を用いた命題を証明できたりする技能を身に付けている。
・不確定な事象を確率分布を活用して考察したり，連続的な確率変数と確率密度関数の意味を考察し，正規分布を具体的な事象に活用できたり，確率の理論を統計に応用し，標本平均から母平均などを推定できたりする技能を身に付けている。

	思考・判断・表現
	・離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察できる。
・確率分布や標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に考察したりできる。

	主体的に学習に取り組む態度
	・数列の一般項や和の記号Σ，漸化式，数学的帰納法について関心をもち，数列を身近な問題の解決に活用しようとする。
・統計的な推測について関心をもち，統計的な見方や考え方を活用して日常生活の疑問を解決しようとしたり，問題に取り組もうとしたりする。


このため、具体的な評価の対象は次のものとする。（評価方法や評価のポイント）
（１）定期試験の実施（２）授業への取り組み方（３）課題や課題テストの実施




令和8年度東京都立中央ろう学校　高等部シラバス

	学　　部
	高等部
	学　　年
	６
	単位数
	４

	教科
	英語コミュニケーションⅢ
	グループ名
	SG1

	科目等名
	英語
	
	

	ねらい
	読んだことを理解し、情報や考え方などを整理できる能力を養う。既習事項を生かして、自分の考えを英語で適切に表現できる力を養う。

	担当教員
	大和田章　増澤智恵

	年間授業時数
	140時間

	使用教科書
	MY WAY  English Communication Ⅲ

	副教材等
	

	学　習　計　画

	　
	月
	単元（題材）名
	指導
時数
	主な学習内容、ねらい（評価の観点）
	指導の工夫
配慮事項

	前期
	４
	Unit 1 Strategy for L&R 1
Unit 2 Lesson 1
	12
	必要な情報を読み取る
新聞記事（異文化・食・SDGｓ）
	ICT機器を活用し、生徒の解答や意見等を視覚的に表すことで、さまざまな考え方を共有できるようにする。

	
	５
	Unit 1 Strategy for L&R 2
Unit 2 Lesson 2
	12
	意味のまとまりごとに理解する
雑誌記事（科学）
	

	
	６
	Unit 1 Strategy for L&R 3
Unit 2 Lesson 3
	16
	キーワードや内容語から概要を把握する
話の要点を理解する
講義（比較文化・食物）
	

	
	７
	Unit 1 Strategy for L&R 4
Unit 2 Lesson 4
	8
	視覚情報を利用して読み取る
列挙のディスコースマーカーに注意する
プレゼンテーション（伝統文化）
	

	
	９
	Unit 1 Strategy for L&R 5
Unit 2 Lesson 5
	16
	論理の展開を把握する（列挙・例示）
列挙のディスコースマーカーに注意する
ブログ（言語・歴史）
	

	後期
	10
	Unit 1 Strategy for L&R 6
Unit 2 Lesson 6
	16
	論理の展開を把握する（原因・結果）
繰り返し登場する内容語から概要を把握する
雑誌記事（異文化・歴史）
	教科書の内容のほか、大学入試や各種検定等への対応力を上げるため、演習を定期的に行う。

	
	11
	Unit 1 Strategy for L&R 7
Unit 2 Lesson 7
	16
	話の要点を理解する
必要な情報を読み取る
インターネット記事（環境・SDGｓ）
	

	
	12
	Unit 1 Strategy for L&R 8
Unit 3 Lesson 8
	12
	話者や筆者の意図を推測する
原因・結果のディスコースマーカーに注意する
討論（日常生活）
	

	
	１
	Unit 3 Lesson 9
	16
	話者の意図を推測する
討論（社会生活・動物）
	

	
	２
	Unit 3 Lesson 10
	12
	視覚情報を利用して読み取る
事実と意見（現代社会・科学）
	

	
	３
	Reading1,2
	4
	物語
	


３　評価の観点及び評価方法
	評価は、次の３つの観点から行う。
	知識・技能
	・外国語の語彙，表現，文法，言語の働きなどの知識を，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けている。

	思考・判断・表現
	・目的や場面，状況などに応じて，社会的な話題について，情報や考えなどの概要や要点，詳細，書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりしている。

	主体的に学習に取り組む態度
	・話し手、書き手の背景にある文化に対する理解を深めるとともに，その背景に配慮しながら，基本的な語句や文を用いて，情報や考えなどを，論理性に注意して書いたりして表現したり伝え合ったりしようとしている。


このため、具体的な評価の対象は次のものとする。（評価方法や評価のポイント）
・定期考査、課題の提出状況や授業への参加態度などを総合的に評価する。





